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弾 性 表 面 波 に 関 す る 研 究 と

『 キャリア ハ ウ ス 』に よる 靉 工 系 人 材 育 成

j一
一高遠・大容量無線遣價を支える周澱数フィルタのしくみー　 ｜

｜
平成28 年度山梨工業会神奈川支部総会　　　　　 ｜

平成28 年６月18 日(土)　　　　　　　　　　　ｉ
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ロ 研究分野: 圧電・弾性波デバイス、光制御デバイス

ロ 趣味: スキー、釣り、模型製作、家庭菜園

電波の利用状況
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前半の内容

≫ 周波数フィルタとは？

ｙ コイルとコンデンサの性質とＬＣフィルタ

ｙ 弾性振動とは？･

ｙ 水晶の電気的性質二圧電効果とは？

ｙ 水晶振動子のしくみ

ｙ 弾性表面波フィルタのしくみ

ｙ 研究成果例
３
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逆起

電力

必要な信号

T Ｖ、ラジオ

などの電 波(

雑音)
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周波数フィルタのタイプ周波数フィルタとは？

コイルを貫く磁束が発生

匹

電磁誘導の法則により、磁束の時
ご
間

変化に比例する電圧が発生するﾚ 、

(磁束の変化を妨げる向き) ＼

くコレ　　　　 一

電流を妨げるリアクタンス(交流の抵抗)となる

その 抵抗は 交流 の周波 数に比例

周波数が高くなるほど流れにくい

色々な周波数成分を持つ信号の中から

ｙ不要な周波数成分を除去

ｙ必要な周波数成分のみを取り出す

回路のこと

周 波 数

コイル･（インダクタ）の性質

コイルは直流に対しては単なる導線ですが(過渡現象を除き)、交流に対しては‥

磁束

ｙＬ Ｃ フ ィ ル タ

⇒コイルとコンデンサを組み合わせた基本フィルタ

ｙデ ィ ジタ ル フ ィリレタ

⇒信号をディジタル[0,1]に変換して処理

司 単性 表 面 波 フ ィル タ

⇒水晶などの結晶の圧電性を利用したもの

ｙ超 伝 導 フ ィ ル タ

⇒超伝導体の抵抗がゼロになることを利用

５

※全て山梨大学工学部電気電子工学科で研究でしています １
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コンデンサ（キャパシタ）の性質

コンデンサは直流を通しませんが(過渡現象を除き)、交流に対しては‥

交流

電流

＋ ÷ 千 千

電 荷

會分=･十 魯

二∩

平行平板電極の電荷が時間的に変化　

＜＞

電荷の時間変化に比例する電流が流れる

つ ー

ゆっくり変化 ⇒ 流れにくい

速い変化 ⇒ 流れやすい

電流を妨げるリアクタンスとなる

＜ ＞

その抵 抗は交 流の 周波 数に反 比例

周波数が高くなるほど流れやすい
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コイル・⊃ンデンサを流れる電流の位相
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ＬＣ直列回路の合成リアクタンス
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コイルとコン

デンサを直列

に接続
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共振周波数で

リアクタンスは

完全に打ち

消し合う

＜ ＞

抵抗がほぼ

ゼロになる　

ぐ レ

非 常に大きな

電 流が流れる
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位 相が１８０°

ず れる

＜ ＞

リアクタンスは

互いに打ち

消し合う

８

電
圧

コンデンサを流れる電流 ⇒ ９０°進みます

電圧

電流

O　 πﾉへ　　　π＼　　　ノ　　　　　Zlπ　時間
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共振と反共振
帯 域 通 過 フ ィ ル タ

(BPF: Ｂａｎｄ Ｐａｓｓ Filtｅr)

通
過
量

工

/ ∧

周波数

ＬＣ- Ｂ ＰＦ

◆共振周波数より低いとき／高いとき
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信
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通
り
に
く
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圧

LＣ直列回路 犬 ／

こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て

フ
ィ
ル
タ
を
構
成
で
き
る
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◆共振周波数付近のとき

［ ≫
入　　 ¶二11し]y:ylijl::

゜l:Jfﾆﾚ
〉・ 二゙二ｉﾐJ1

万1万?1?74;11
通 り や す い エ

……]

ｙ

号
。　　

‘ ゛'jj=ｊ:jly　　

り
二

[で〉

信
号
が
通
過
！

･ － ｜ ｜ － = - = － , l

電

圧

LＣ並列回路 九 ズ

反 共 振:

ａｎtirｅｓｏｎａｎｃｅ

反 共 振 周 波

数 で 電 流 が

流 れ な く な

る こ と



固体の表面は振動を伝えます 身近な弾性振動＝地震

弾性振動の種類 �　　　
速度(

硬さと密度で決まる) �
特 徴

縦波(P 波) � 速い � 体積波(バルク波)=>

伝搬滅衰がある
横波(S 波) � 遅い

弾性表面波 � さらに遅い �
地表面にガイドされて進む

=刈云搬減衰がない

・弾性表面波は1885 年頃地震学において発見､ 理論的に証明された

水晶振動子のしくみ
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皿
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帽 やレ 二万 〇
へ

佃, 極 尚ﾉ

β－･一一こ
こ の 現 象 の 波 を『弾 性 表 面 波 』とい い ま す

ＳＡＷ: S ｕrｆａｃｅ Ａｃｏｕｓtｉｃ Ｗａｖｅ

水晶の電気的性質二圧電効果とは？

13

水晶板の表裏に電極をつける

今 ＬＣを組み合わ
せた回路と等価

二 ≫

上下に伝わる　　　　．　　ある周波

雑 貿)oD
琵ja

巾
品 貿

-ｔ＿ｊ-’
振動周波数付近⇒コイルとして動作

それ以外⇒コンデンサとして作用

非 常 に 小 型

、
高 精 度

、
温 度 安 定 に　　 ク ォ ー ツ 時 計

、
コ ン ピ ュ ー タ

、
測 定ｻ:　

優 れ た 振 動 子｡ フ ィ ル タ が で き る　　O 機 器 な ど に 利 用 さ れ て い る　　　　

ケ
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P= ＝ ＝'ｲ= い~ ミ 心 太1

奥 水 晶
内 部 に 電 界 が 発 生 ・

に ＿ － － － － － 一 ＿
丿

電界をかけると

F 心゙` -¢･’.〃S:り 心 四,:四 友W 四 四 皿 Ｘｊ
水 晶 内 部 に ひ ず み が 発 生

ｌ

しｰ- ～
ぷ四･ 四部 心泳心 一節泄御 柳四 卜一匹 函

』

／ ∩ム ．

振動します 結晶構造が波打ちます

波長＝0.数ミクロンから数ミクロン　

16



弾性表面波（ＳＡＷ）フィルタの原理 弾性表面波共振子の例

琵詣綴 器 昌 鸚X5:昌 貿 二回臨蝋 節 雄冷一一………

共振子電極の顕微鏡写真
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１本 の 幅 は0.6

ミクロン

SＡＷ共振子の構造と共振原理

SＡＷ共振子の等価回路

弾性表面波フィルタの実例

１ ９

水 晶 やLiNbO3 結 晶

の よ う な 圧 電 性 固 体

司 顎
回

固 体 表 面 に く し 型 電 極

( Ｉ Ｄ Ｔ) を 形 成

一 卿,-

:AQgを'心I心以必Mgφ言Q6仙砕 Ｗ 皿y心 心眼一心 四' 肖門ａ
§ 弾 性 表 面 波 を 電 気 的 １

乙　　　
に 励 振　　　
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入口

圧

弾性表面波1さ基板固有の速度

で伝搬する

,1？?¶｡一一･･････
速度＝周波数×波長で決まる

周波数だけ出口に達する　

Ｊ 惣レ

フィIL夕として:利用できる 口

ＳＡ Ｗ

IＤＴ(lnt ｅrdigit ａｌ Ｔrａｎｓd ｕｃｅr)

出口

弾性表面波共振子の共振特性

１ ８

http:// ｍａｓｓｅｎａ.la.ｃｏｏｃａｎ.jp/

小型･軽量，

高安定性,安価
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スマートフォン､ 携帯電話 、ＰＤＡ、

ＥＴＣ､ＴＶ、レーダ、光通信などに

利 用されている

2160
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●

ネットワ ークア ナ ライザ で アドミタン ス( 電

流 の 流 れ や すさ) 周 波 数 特 性 を 測 定

1　　1.2　1.4　1.6　1.8　2　2.2　2.4　　　　Frｅqｕｅｎｃy
（ＧＨｚ）

共 振 、反 共 振 が 近 接して 現 れ る

共 振 特 性 を示 す

SＡＷ共振子複数個はしご状

に接続する

人力　　　　Rｐl

:　 ＲＳ　　　　　　ＲＳ
に言 こ　j 言j ＞　

ル リ゙ふ　Dyj Rp　　 出力

Ｉ

Ｓ

':
゜"｢

刄石 徊iTIﾋ
Ｊ

ｇ-･:ふ｡　　　 １　　　　'
圖 『Ｓ Ｉ

⇒

ト:

－　

1でﾝﾌ 』゙yyＷ･共振｡･j

RＳ(直列腕共振子)の共振周波数なを

させるよう設計
こ

帯域フィルタができます
20



SＡＷデバイスの特徴

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

構造物ヘルスモニタリングセンサヘの応用研究例

建築･土木構造物の損傷リスクの定量化を実現する手法

／|
レ

レ’

入力信号を無線で

送り、ＳＡＷを励振

こ

ＳＡＷが反 射器で反射

こ

反射 波特性 は反射器

に接続したインピーダ

ンスに依存

こ

ひずみ 等を計 測可 能

I ■ ㎜ i ■ ■ ㎜ ■ ■

インピーダンス

変化型センサ

ノ

レ

↓Ｊ

※静岡大 近藤淳らの提案

SＡＷデバイスに要求されている特性

23

１

伝搬速度が数千ｍ/s → 素子の小型化(ｌｍｍ角以下)が可能(

周波数ＩＧＨｚ → 電磁波波長:30cm,ＳＡＷ:4μｍ)

2｡ 表面付近(1 波長 以内) にエネルギ ーのほ ぼ90 ‰が集 中

→ 表 面から波の 発生･ 検 出が可 能

１　 固定 化デバイス ー， 無調 整, 信頼性に優れている

4. 製造 技術にＬＳＩと同様 のフォトリングラフィ技 術が適用できる

→ 量産化 が容易である

ｊ嘱覇騨諦l･

ＴＶ･ＶＴＲ･BS チューナーの中 間周波 数フィルタ

携帯電 話･スマホ用ＲＦフィルターデュプレクサ, ＥＴＣ用フィルタなど

高 度 情 報 化 社 会 に 不 可 欠 な デ バ イ ス

- ‥ －

22

構造物ヘルスモニタリングセンサヘの応用研究例

∠二 ▽Ｚ下司

蓉 饗座
寸 ……土 手 余斗面 ，靉 観

護鸚11 -=,| ゛|言 謳講丿乙ぼ

翁 謳

ワイヤレスで健康診断

24

移動通信システムの需要増大,広帯域化,多機能化に伴い

1. 電気⇔表面波の結合係数が大きい( 広帯域化)

2. 周囲温度に対する安定性が高い(高安定化)　3.

位相速度が速い( 高周波化)

ｙ第3世代(3G)移動通信システム(２ ＧＨＺ以下)

＝＞4G移動通信システム(3.4～3,６ ＧＨＺ)

＝＞5G移動通信システム(５ ＧＨＺ)

を満足する
こ

…
…。7‘9゙

…………ﾑ｡。　　　　 が 要 求 され て い る

山 梨 大 学 で 取 り 組 ん で い る 基 板 作 り の 目 標
25



代表的なＳＡＷデバイス用基板
電気機械
結合係数

遅延時間

温度係数

材料 �モード �カツトー伝搬方位 �K2(％) �　TCD(ppm/゜C)

ニオブ酸リチウム　(LiNbO3:

LN) �

レイリー �128 °Y-X �5.5 �74

�リーキー�64 °Y-X �11.3 �70

タンタル酸リチウム　(LiTaO3:

LT) �

レイリー �X-112 °Y �0.75 �18

�リーキー�36～42 ° Y-X �5.0～7.6 �30～40

水晶(Quartz) �レイリー � ＳＴ-Ｘ �0.14 � ０

�ラブ �ST-90 °X �0.18 � ０

ランガサイト(La3Ga5SiO14: LGS)�
レイリー �50 °Y-25 °X �0.36 � ０

26

つ

山梨大学で検討された基板構造

装荷膜等 � 基　板 �ＳＡＷモード � 効果

a-Ta2e)5薄膜 �ST-90

° X水晶 � ラブ波 �低損失化･高結合化

�41° Y-X LN � リーキーSAW � 低損失化

�X-31° Y LT �縦型リーキーSAW � 低損失化

�O～10° -90° X LGS � ラブ波 �
低損失化･高安定化･　

高結合化

�Y-X LT � ラブ波 � 低損失化

Au 膜(電極) �O～10 ° -90° X LGS � ラブ波 �
低損失化･高安定化･　

高結合化

Te02 薄膜 �Y-X LT � ラブ波 � 低損失化

プロトン交換層 �41
° Y-X LN �

リーキーＳＡＷ � 低損失化
�36° Y-X LT

逆プロトン交換層 �10
° Y-X LN � リーキーSAW � 低損失化

�X-36° Y LN �縦型リーキーSAW � 低損失化

a-AIN薄膜 �X-36
° Y LN �縦型リーキーSAW � 低損失化

�回転Y-X LN, LT � リーキーSAW � 低損失化

●

28

SＡＷ伝搬モード

29

レイリ一波

紆ﾄﾞｻ|檻
縦波十表面に垂直な横波

ラブ波

リーキー波
レイリ一波より高 速

で昌?良デ
表面に水平な横波成分が主成分

バルク波放射による伝搬損失

水晶やＬＧＳ上の特定の伝搬方向にのみ存在

母 祠8 》回(少 ＠ べΞ》４・ 顕 千丿 。励振効率が悪い11[ｽﾞ]ｱ ‾ヒ

バルク波も励振

表面に水平な横波成分のみをもつ

→不要応答が無い

一 一 一 一 一 一 一 一

り

弾性波トラッピング

４こ]－

反射係数が大きい

SＡＷ共振器27

「波動は遅い領域に向かおうとする」性質を利用

1桟町L
伝搬路 ラブ 波

11
叫 帚 ｎ

基板

－麟 －

●結合係数の増加

●無損失のラプ波として伝搬

●バルク波放射損失が大幅に低減する
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LGS 上のラブ波へのアプローチ
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A ｕ/IしGS　 →0.85 ‰゙

Ｔａ
２
０

５/AI/
Ｌ Ｇ Ｓ →0.6! Ｍ゙I

LGS 上のラブ波構造

0｡1

h/λ

0.15 0.2
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�材料 � モード �カットー伝搬方位 �K2( ％) �　TCD(ppm/゜C)

�Au/LGS � ラブ �o ～10 ° -90° X �1.0 � ０

�ＬＧＳ � レイリー �50 °Y-25 °X �0.36 � ０

�LN � リーキー �64 °Y-X �11.3 �70

�LT � リーキー �36 ～42 ° Y-X �5.0～7.6 �30 ～40

�水晶 � ラブ �ST-90 °X �0.18 � ０

昌 器 欝, 。・)}よりも大きな反射係数を得た

特許第4399587号｢弾性表面波素子｣
33

高密度誘電体薄膜を装荷する

呵T

二

喊 順レ
結合係数の増加

･ＡＵ装 荷

ＡＵ製ＩＤＴ
／

jLGS(0 °，0，90°)

プラスの温度係数

励振電極 ／

ラプ波

マイナスの温度係数

(LGS の特定のカット)

LGS 基板

喊車恥

高結合化と同時に温度安定化を図る

･Ｔａ
２
０

５/AI
装 荷
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AI 製IＤＴTａ2０5

周波数温度変化
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-20　　0　　20　　40　　60　　80　　100　　　　　　
Temper ａtｕrｅ( Ｃ゚)

･室温(20℃)で周波数変化が

ゼロの特性(ゼロＴＣＤ)を得た

-４00

-20　　0　　20　　40　　60　　80　　100　　　　　　　
Tbmper ａtｕrｅ( Ｃ゚)

･頂点温度が３０での２次曲線が得られた･

ＡＵと同じ符号の温度係数をもつ

･２次温度係数:70×10-9/（C2 →ST 水晶のラブ波と同等

32
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縦型漏洩弾性表面波
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LＬＳＡＷ低損失化のための提案構造

LＮ基板
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高音速の薄膜として

窒化アルミニLウム(AI

でN)薄膜を採用

LLS ＡＷ

: Ｃａｌｃｕlated

‘'
４ －: Ｅχperiｍｅｎl

゛＆

0.2
Thickness　h/ λ

前半のまとめ

0.3

－
－
－

’
１

。

卜
～
（
－－
－

1
j）

(９
'
)
　
l

Ｌｏｎｇｉtｕdinal-tyｐｅ Ｌｅａｋy ＳＡＷ: ＬＬＳＡＷ

バ ル ク縦 波 に 近 い 位 相 速 度( ＬＳＡＷ の1 ．5～2 倍 の 速 度)

＝≫ＳＡＷ デ バ イスの 高 周 波 化 に 有 利な 伝 搬 モードの ー つ

励振電極 丿 ＬＳＡＷ

■■■５　　ロ バ

基板

＼ ＼ ＼ ＼　

ＳＶ波,SH 波

SＶ波,SH 波を漏洩しながら伝搬
'゙ 爛暉四 顧・琵

非常に大きい伝搬減衰を有する

x-ｅｕt 36° Ｙ伝 搬ＬＮ≪＝電 気機械 結合 係数( 理 論値:12.9％)　

=:同嚇｜･
短 絡表面 の伝 搬減 衰理論 値 ＝≫4 dB/ 波長

ＬＮやＬr 上 のＬＬＳＡＷの 低損失 化の手 法として, 基 板方位 ，

電 極膜 厚の最 適化 が試みられてきた ＝≫有 効な手だてなし

送受ＩＤＴ聞の周波数特性

34

ロ コイルＬとコンデンサＣの性質を組み合わせると、特定の

周波数で電流が流れたり、流れにくくする作用が現れる

口 水晶などの圧電体は、固有の速度をもつ弾性波のミクロな

振動によって、ＬＣ回路のようにふるまう
ベ ニン

小型、高周波、高精度、温度安定なフ ィルタができる

口 山梨大学では高周波・高結合・低損失・高安定なＳＡＷ基板

構造の開発を行っている

10

20
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の

の

Ｏ

一
一
　

Ｃ

Ｏ

一

4
0
　
5
0

80

ＡＩＮ ／Ｘ３６・Ｙ-ＬＮ,Ｎ ＝３０,λ＝８

800 850

m,L ＝50 λ,Ｍｅtalliｚed int ｅrfａｃｅ

900

Frｅq ｕｅｎｃy

950

[Ｍ Ｈ Ｚ]

1000 1050

y’最小挿入損失

＝＞30 dB減少

ｙ’伝搬損失

＝＞0.28dB/ λから

0.03 dB/λに

1/10に減少

結 合係数 が低下

する問題 点

・争･

圧電性ＡＩＮ薄 膜

の利 用を検討 中

特許 出願 中 特 開2013-168864 「弾 性表 面波素子 及び電子 部 品」
36

出 典: 総 務 省 Ｈ Ｐ : http://ｗｗｗ.tｅｌｅ.ｓｏｕｍｕ.9 ｏ.jpyj/ａｄｍ/frｅq/ ｓｅａrchy ｍy ｕｓｅyｓｕｍ ｍａry/inde ｘ.ht ｍ

出 典: 富 士 通 Ｈ Ｐ : http:/yjp.fｕjitｓｕ.ｃｏｍ/gr ｏｕp/labs/do ｗｎｌｏａｄs/tｅｃｈｉｎｆｏ/techg ｕide/ｓａｗ･pdf

出 典: 村 田 製 作 所 ＨＰ:http:/y ｗｗｗ.ｍur ａtａ.ｃ０.jp/ｍｗall/inde ｘ.htｍl
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｢学大将プロジェクト｣

平成21 年度から開始した工学部の教育プロジェクト

文科省からの委託事業は平成24 年度で終了

平成25 年度から大学の取り組みとして継続

「学 びの場で, ガキ 大将のように光り輝< 存在 」

が生まれて欲しいという願いを込めた造語

採 択 大 学 （ 全 ２ ２ 大 学 ）

委託期間 �4年間

委託費 �上限1,600万円(年額)

１

３

事業目的・背景

将来有為な科学技術関係人材を育成するため､ 理数分野に関して強い学
習意欲を持つ者を見出し、その意欲･能力をさらに伸ばす。

見出す(高大接続)。伸ばす(学部教育の充実) 。送り出す(大学院進学)。

修士り専士課程進掌･修了を見据えた､ 卓越した能力を有する人材の育成

(文科省ＨＰより)

二に れまでの本学部における教育の取組

・JABEE 教育プログラムに象徴されるように, 卒業生

全員についての学士力の保証

⊇=余， 今後も継続する さらに…

=…
…1.‥j
意 欲 の ある学 生 がさらに 伸 びる取 組 が 必 要 ！

二万意 欲さえあ れ ば 誰 でも伸 びる環 境 作りが 必 要 ！

プロジェクト全体像

ヰ
　

ヰ

⇒=

ワｆン科学研究センター

２

ト

ー

ー

ー

薯

會

１

１

４

,●… ●山梨大学工学部･ … … …･･･… … … …-

Ｓ 〃 Ｓ

山　梨　 曝 i習習裂諦之i　グI心肖ぶ“゛ン

國１． ７ ロジ,ｔクト の全体像



マイハウスプラン マイハウスプランの概要

■４年生の卒業研究を通じて能力・学力が飛躍的に伸びますが、

１年生で一つの研究室を選ぶことは難しい

⇒ 学科横断的に複数の教員からなる「マイハウス」を

たちあげましだ ’

■担当教員、学生の所属によら ず、希望学生を受け入れます

（定員３０名）

■１年次後期～２年次前期は、マイハウスごとの活動プランに

基づく活動（実習やゼミ）を、担当教員の研究室や起業室で

正課時間外に行います

・ ２年次後期～３年次終了時は、自らが提案した「研究活動」

や「起業活動」に取り組みます

６
一 一 一 一 一 一

キ ヤＪアハウスー覧 り１ぐ

�分野� ハ ウ ス 名 � キ ーワ ード ・活動の 様子

�知
の

創造

と
活
用 �nano

やまなし �

蔑野 漑 晶 四 回 匹 昌 顕ｯ　 なm　
｀16

を 頑]4ｽ･ｴｺ

ﾃﾞﾊﾞｲｽ 作製と 評価技術､ﾚｰ　
鏃 茫　 妬7 沢･ﾘ 緊3

ｻﾞｰ 光を 用いた様ﾉﾏな 基礎技術､ 実験を　E

呂呂§|;1　

｀jits
§|
獣心

支える 基礎理論　　　　　　　　　　　　　 幽 昌 卜　 ，ﾋﾞ
……･lk

遮ﾖ;､

ご,｡4
謳

��電波の活用 �y

に 那 門 へ 詔 斯 数　　 賜 響 麟 こ 圓

宇宙 通信､ﾐﾆ 衛 星､ﾃﾚﾒﾄﾘ､ パ　　　 ，辿 心京　 尚尚･ ｀s 奏゙-ｹｯﾄ
通信、　　　　　　　　　　　　　　　　4　 ’E　 。…… ………。VOIP

通 信､ 超狭帯域 ﾃﾞ ｼﾞﾀﾙ 通信　　　　　iiiaiil　l

雙 市吏ﾖ1 市|

丿ゝ■■rｒr･rrrrrr

��クリスタル

材 料科学 �

機能性無機材料､ｼﾘｺﾝ 半導体､超伝　　　，　　　　顎欝　 乱巡
導体､強誘電体､ 蛍光体､磁性体､ﾚｰ　　　　　t

友,漁
遊具jJ｡｡･ 。

ｻﾞｰ材料､単結晶､ｱﾓﾙﾌｧｽ､ 多孔　

問111Siljlli

倉 詣 問 隨 丿 朧 謔 ♂“ 誤 誤 認 匙i･ ……

��先端応用化学

�F迫回鸞田欝記ﾄﾞ　MSS
�窒

息
�

地域 防災・

マネ ジメント �

地震 災害､ 水害､ 土砂災害､ 火山 災害、　　　 、ji 藻 掻1 瓢711` ･　 きaﾊｰ
ﾄﾞ防災､ｾﾝｼﾝ ｸﾞ( 計 測･ 観測) 、　　 ‾刎　　･屈　　 麟‘ ｀　 Ｑ

災害 予測技術､ｿﾌﾄ 防災､lcT( 情 報　
……･聚　ﾐ 題§

胃 ゛

通 信技術) 防災ﾘｽｸｺﾐﾕﾆｹｰ

臓lallallｼﾖﾝ､

図 上訓練､ 防災教育　　　　　　　.jG~lj

§a　　　　　　
。

８

－

－

‐

－

－

口 入学後に本人の希望に基づき選抜さ れた学生を対象として，

１年次から 研究室（キャリアハウス）・起業室（ベンチャー

ハウス）で育てます

（EI;=i=ヤリアバリ スプロジェクト

ロ 高度な研究活動を体験します

口 １３ハウスが活動中です

口 研究を教育に結び付けることで特徴付け・魅力付け

を行うことによ って 意欲・能力を伸ばす取組です

ｔ昔
ベンチャーハウスプロジェクト

ロ 起業活動を体験します

口 ２ハウスが活動中です

口 教員，大学院生，学内外の仲間とともに起業を経験

し，企画力，交渉力，段取り力， 実行力を磨き，

リ ーダ ーとして活躍できる統合能力を養成します

･㎜㎜･■■㎜■･㎜㎜㎜･･
‥ 一 一 …

キャリアハウス全体図

５

｢自発的教養科目｣

※授業科目名

自ら提案した

研究課題に取

り 組みます

づき活動します

※以下の科目は卒業要件に含まれます
｢自発的教養科目｣｢ キャリア形成実習３、４(平成２８年度入学生から)｣

７



一 一 一 一

キャリアハウス一覧（２）
丿冬

�
分野 � ハ ウ ス 名 � キ ーワ ード ・活動 の様子

�鳳

智
力 �

フ ォトニ ツク

＆ワイヤレ ス

システム

�
胆 回診顛覆盾

��マイコン応用

機器開発

�
難四 万扇ゑ

��情報システム

マ ネジメント

�
四 回汗顔こ煕　SI荊 扉jl

��YUFO:

Yamanashi

University

曰yingo

bjeCtS �

自 律飛 行制御､ 近宇宙､ 高高度気球､ ●` 　 。｡。　　 ，..,鮑?S節　　≒･ ･;
｀` '･戸宇宙ｴﾚ

ﾍﾞｰﾀ 電動ﾍﾘｺ ﾌﾟﾀ 匯

源;･

立 言八 饒 と 私 こ 秒mk

感 誦

ベン チ ャ ーハウ ス一 覧

９

�ハウス名 � 目　的 ・活 動の様子

�空き店舗

リ ノペ ーシヨン

オフ ィス

“PR 甲府"　

Ｊ 印 匁　
ぎL餓 輿　SKOFUy

縦y �
詣 銚 濤 郷 ビ シ才スモア ル　

回 紆雲

市｡s　　

「花水木」改装事業

�放送局を作ろう　

“ 梨らぢ"　

雌

�　

四 面U

蒜?E罷訂卜 品「-ば
こｙ 贈難漏……

●

11

キャリアハウス一覧（３）
�分野� ハウ ス名 � キーワード・活動の様子

�感性

と知

性 �

人の感性と
ユニバーサル

デザイン �

人間､ﾕﾆ ﾊﾞｰｻﾙ ﾃﾞｻﾞｲﾝ､ 感性、　l　ｏJL　 。 元 。Ｅ
触覚､ 聴覚､ 味覚､ 食感､ 脳波､ 心電　眉2 黙思　 濯　 言
図 呼気測定 光ﾌｱｲ ﾊﾞｾﾝｻﾏ　;JI 莞 に丿凛幹
舒 ご 爪 欝mJ ゛

鏃ijM

��Sound house
(OTO)

�即京大
国冒

��数学および

数学教育 �

数学 数学教育 代数学 群環体 ホ
皿 靉 皿

翻 ご謳 扇 面 弓 原‰ ？4
自 鎧iJ?IMi　　　　7

肺癩糖4ここ..　　　　　　　三　ｲ1謡なjどi

��ティーチ

サイエンス

�賢き%阻に濤靉ず　11711Lﾑjl

申込・選抜・配属の流れ

10

ホームページの閲覧や
ハウスごとの説明会への参加
(１０月 １日～１０月中旬)

参加・活動したいハウスを決める
(第３希望まで)

参加申込書の記入・提出
(１０月２０日頃)

ハウスごとに決められた選抜方法
により選考・配属ハウスの決定

(～１０月末)

活動開始（１１月１日～　 ）

12



‐

－

‐

‐

参加学生数

■

■

■

■

圖

■

●

■

■

■

申込書に記述された参加希望理由

自分の興味、知識､ 経験を高めたい （14 ）

興味ある分野の研究活動に参加できる （８）

O 　:延べ記述数

(他の人と比べて)多くの知識、技能を習得でき有利(7)

専門分野の知識､ 技能を身につけたい （６）

自主的、主体的、能動的に勉学に取り組みたい （４）

コミュニケーション能力を身につけたい （３）

学業に対する意識を高めたい （3 ）

所属学科とは異なる分野にも見識を広げられる （２）

将来研究職に就きたい （２）

直接的に得られる

知識、技能に加え、

付随する効果につ

いても十分に理解

している

その他(未来につながるような活動をしたい､ 大学生活を充実させたい、

将来に向けて視野を広くしたい、新しい挑戦にしてみたい､ 他学科学生と

の交流ができる､ 先輩とのつながりができる､ｅtｃ..)

一
竃
回]]ﾐﾖし

ー　マイハウスプランの募集を通じて

優れた資質と意欲のある学生を見出すことができた

修了生による「活動発表会」

－

－

－

－

‐

：

14

‐

‐

－

�参加学生人数 � 修了生人数

一期生 � ４１ � ２２

二期生 � ４２ � ２２

三期生 � ３４ � １９

四期生 � ３２ � １９

五期生 � ２４ � １２

六期生 � ２３ �( ３年生)

七期生 � ３０ �( ２年生)

活動の様子

一 一 一 一 一

１ ３

一一 一一 一 一一 -

Ｉ 活動を終えた参加学生(3 年終了時)による｢活動発表会｣を開催しています

● 発表優秀者には工学部長より｢スーパー学大将金賞｣などを表彰します
● 修了生は｢学大将｣として認定されます

１６

「地域防災・マネジメント」所属　徳永 翔君（２年次の活動）

ｙ 災 声 聊 揚 御 所 及 乙爾 苛

・　御嶽火山の噴火で降灰した火山灰の土質工学的特性に関する研究

・　御嶽山の噴火現場，伊豆大島の土砂災害現場

伊豆大島土砂災害調査　　　　　　　　御嶽山調査

ｙ　 測 定 器 具 の 検 定 の 研 究

ｙ　4 夢むぎ?`皿 ２０１５年10月９日地盤工学会関東支部発表会

ン　 パ ソ コ ン を 使 つ だ 情 報 処 理 に つ い て の 学 習

ｙ　 工 事 現 場 見 学
調査時 装備

１５



参加学生が学会などで活躍（１） 参加学生が学会などで活躍（２）

◆ 第７６回応用物理学会秋季学術講演会　 ◆ 第２４回日本セラミックス協会秋季シン
(２０１５年９月 於：名古屋国際会議場)　 ポジウム(2011 年９月　於：北海道大
で発表　　　　　　　　　　　　　　　　　学)で発表

ティーチサイエンス所属　　　　　　　　　 クリスタル材料科学所属
蜷川　隼人さん（３年時）　　　　　　　　 井口　雄喜さん（３年時）
（ポスター賞の最終選考対象者に選出）

◆参加学生（２年時、３年時）による学外発表がこれまで２７件！

１８

◆第４回サイエンス・インカレ（２０１５年３月　 於：神戸国際会議場）に１件採択！

ＹＵＦＯ所 属　 佐 々 木　 正 竟 さ ん ・ 木 下　 紗 弥 さ ん ・ 井 上　 忠 彦 さ ん （ ３ 年 時 ）

◆ 第 １ 回 サ イ エ ン ス ・ イ ン カ レ ：　 ３ 件 採 択

◆ 第 ２ 回 サ イ エ ン ス･ イ ン カ レ ：　 ２ 件 採 択

◆ 第 ３ 回 サ イ エ ン ス ・ イ ン カ レ ：　 ２ 件 採 択

◆ 第 ５ 回 サ イ エ ン ス ・ イ ン カ レ ：　 １ 件 採 択

※サ イエ ンス・イ ンカレ ： 全国規 模の大 学生・ 高専生向け自 主研 究発表会（文 科省主 催）

これまでの修了生から寄せられた感想

１７

山 梨 工 業 会 の 皆 様 に お 願 い

=てl=翌=携を夢輦igi宛Ｍｋ;ｌぷ｡。　
マイハウ スフランでけ地域連携・地域貢献を

模索し てい寥す

例えば

■参加学生が地域企業様や自治体様を見学する見学会、
ミニインターンシップ

■地域企業様や自治体様に、関連「ハウス」にご参画
いただく　　　　　　　、

■研究活動・起業活動を通じて、地域企業様や地域の
課題の解決を図る

■ も の づ く り の お 手 伝 い

など

皆 様 Ｑ ア イ ■ ア を 是 非 お 寄 せ く だ さ い

マイハウス事務 局教員 垣尾( かきお) までご 連絡ください

メールアドレス:kakjo ＠yａｍａｎａｓhi.ａｃ.jp
20

・ 大変だったが楽しい活動だった。これから始まる卒業研究で活かせる

力を身につけることができ、とても有意義な時間を過ごすことができ

た。

■ 普通の学生生活を送っていたら、学会発表などは学部生ではほとんど

ありえないようなことだったので、とても貴重な経験ができて本当に

よかった。

■ 授業で学んだことをアウトプットできる環境があったことがとても良

かった。

■ 学問だけでなく、コミュニケーション能力とか人間関係であるとか、

さまざまなことが学ぺだ。

■ 発表することや人の考えを間くことが楽しいと感じるようになった。

■ 研究室の先生や先輩方ととても仲良くなれたことがとても楽しかった。

・ 最初はリーダーに興味はなかったが、活動を通じてリーダーシップを

とることを学べた。

●

１９
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